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１　はじめに
　本研究は、レイヴとウィンガー（Jean Lave & Etienne Wenger：1993）の「正
























































































































































































































Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment：「外国語の
学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠」) では、多文化共存が理念
とされ、多文化社会で協働していく人材が求められていた。国際交流基金は、








　相互理解のための課題遂行能力、異文化理解能力は CEFL の母体、EU 諸国
の理念である。吉島茂（2013）は CEFL が言語と文化の両方を学習対象として



















































































































































的周辺参加』産業図書＝ Lave, J., & Wenger, E.（1991）．Situated Learning: Legitimate 
Peripheral Participation. Cambridge University Press
レディ、V（2015）佐伯胖（訳）『驚くべき乳幼児の心の世界：「二人称的アプローチ」
から見えてくること』ミネルヴァ書房＝ Reddy, V.（2008）How Infants Know Minds. 
Harvard University Press.
李麗麗（2011）「中国人大学院留学生のアカデミック・インターアクションに関する調
査―正統的周辺参加から十全的参加への過程の分析と考察」『桜美林言語教育論叢
（7）』Pp.17-31．
